
「絵本レッツゴー (Picture Book Let's Go) 」は 2019

年に設立され、絵を深く愛するクリエイターたちで

構成されています。さまざまな人生を歩んできたク

リエイターたちが、絵筆で自分の気持ちや夢を表現

し、彼らの唯一無二なライフストーリーを語ってい

ます。

すべての人は 1 冊の本

今回の展覧テーマ「絵本と旅をしよう」は、すべて

の人は 1 冊の本であるというコンセプトに基づいて

います。すべての本には命の物語があり、寂しく落

ち込んでいる時があったりポジティブで楽観的にな

る楽しい瞬間もある、悲しみや苦しみ、喜びもまた

知恵の蓄積となり、この本を驚きと感動で満たすと

いうものです。クリエイターごとに異なる人生経験

や視点を通じ、より広々とした世界を見ることがで

きます。

絵は一歩ずつ段階的に勉強しなければなりませんか？

この展覧会は、人々が従来の絵画教育にもつ考え方

を打ち破ることを目指しています。絵はルールに従

って勉強する、一歩ずつ段階的に正式な教育体系へ

と進むべきだと思われています。本当にそうなので

しょうか？

ほとんどの人が、自分は絵を描けないと思い込ん

でいます。「絵本レッツゴー (Picture Book Let's Go) 

」のクリエイターは、誰もがクリエイターになり、

絵本レッツゴー (Picture Book 
Let's Go) - 絵本と旅をしよう

カバーストーリー

新北市の水金九（水湳洞、金瓜石、九份）

地区には多くの鉱業遺跡があり、産業と

生活の関わり合いが各所にある遺跡のつながり

とリンクしています。今回の展示では、鉱山を

定番の良書として、人々が「採金の道」を通じ

て鉱山に属するシーンや記憶の物語を読み取る

ことができるようガイドします。

絵付け陶磁品を通して、フォルモサ（台湾の別

称）の貴重な風物を展示します。歴史の時

を追いながら、珍しい動植物に表現されたこの

時代の絵付け陶磁器の魅力を紹介します。

 新北市瑞芳区金光路 8 号
 02-2496-2800
 月曜～金曜 09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-18:00（第一月曜日休館）
 台北―金瓜石：台北 MRT「忠孝復興」駅 2 番出口前にて基隆客運（バス）
　1062 系統に乗車→瑞芳、九份を経て終点「金瓜石」にて下車。

鉱山を歩いて学ぶ－採金の道をひもとく

亜熱帯の花園 ─絵付け陶磁器展

即日より 07/26 まで会期

場所 新北市立黄金博物館

即日より 09/20 まで会期

場所 新北市立鶯歌陶磁博物館

 新北市鴬歌区文化路 200 号
 02-8677-2727
 月曜～金曜 09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-18:00（第一月曜日休館）
 鉄道→ 台湾鉄道の区間車に乗車して鴬歌駅にて下車。文化路出口か　ら駅
を出て、徒歩約 10 分。

「五感でお茶を楽しむ」をテーマに、科学

的な分析を通して、五感とお茶を味わう

関係を明らかにします。また様々な体験学習も

可能で、単に展示を見るだけでなく、五感を使

ってお茶の楽しみ方を学ぶことができます。

茶ポリフェノール・ラボ ─全身で感じるお茶特別展

即日より 11/08 まで会期

場所 新北市坪林茶業博物館

 新北市坪林区水徳里水聳淒坑 19-1 号
 02-2665-6035
 月曜～金曜 09:00-17:00、土曜～日曜 09:00-17:30（第一月曜日休館）
 MRT → 新店駅で下車し、923 または緑 12 の新店客運バスに乗り換えて坪林
中学駅で下車、徒歩約 5 分で到着します。

1884 年、清仏戦争における滬尾の戦いの時

期、淡水の外国商社はどのような様子だっ

たのでしょうか？戦争を語る中で、淡水の開港

時期における物産の輸出や外国商社が淡水で果

たした役割について、リラックスした方式で皆

様にご紹介いたします。

滬尾之役故事館（淡水の戦いストーリー館）

即日より 12/31 まで会期

場所 ダグラス洋行

  新北市淡水区中正路 316 号 
 02-2629-9522
 09:30-19:30（第一月曜日休館）
 MRT → 淡水駅で下車後、857 バスまたは紅 26、836 バスに乗り換え、「紅
毛城」停留所で下車。逆の方向に歩いて約 100 メートル進むと到着しま
す。

日文版

絵で自分を表現し、想像力と色彩で自分のストー

リーを語ることで、自分を熱く輝かせることがで

きると信じています。

みんなの創作エネルギーを始動させる

今回の『絵本と旅をしよう』のクリエイターは、

この展覧会を通じてみんなの種となり、すべての

人の創作エネルギーを始動させ、物語を共有する

と同時に、他の人の物語にみんなが育てられてい

くことを目指しています。

展覧会の期間中には、クリエイティブ体験コース

も開催されます。「絵本レッツゴー (Picture Book 

Let's Go) 」は、最もリラックスした方法で、皆

様をクリエイティブな領域にお連れします。年齢

や職業を問わず、誰もが絵を描く楽しみを体験で

きます。
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絵 本 レ ッ ツ ゴ ー (Picture Book Let's 
Go) - 絵本と旅をしよう

 06/04 より 06/28 まで

 新北市美麗永安生活館（新北市中和区中和路 390   

   号 2 階）

02-2929-8830

www.yalac.ntpc.gov.tw

大人も子供も、ぜひ『絵本レッツゴー (Picture 

Book Let's Go) 』に足を運び、マクロの視点から

生活の美学を実践してみてください。

彼らは芸術で自分自身を再構築する時、実はより

深く進み続けるにはどうすればよいか、多方面に

生活的対話を行うにはどうすればよいかに気を

配っており、台湾に真新しい芸術の様相を注ぎ込

んでいるのです。



  新北市新莊区中平路 133 号
  02-2276-0182
 月曜～金曜 09:00-21:00、土曜～日曜 09:00-17:30
MRT「新荘」線に乗り、新荘駅で下車。1 号出口で 257 に乗り換え、「新荘
プール駅」で下車。

新北市立十三行博物館と国立歴史博物館が

共同で企画したこの特別展では、酒器と

文献資料を通して、東アジアの酒文化と西洋文

化との交流の歴史が説明されます。参観者はお

酒にまつわる物語を聞きながら、酒器の繊細な

趣を愛でることができます。

泰雅（タイヤル）族は台湾原住民の中で最

も機織りに長けた民族です。伝統的な衣

服の多くがカラムシを主原料としており、更に

色鮮やかな毛糸や貝殻装飾をあわせています。

織物の衣服・飾りには、上着、胸当て、スカー

フ、スカート、頭飾りなどがあり、且つ地区に

より色彩も異なります。

飲酒 Bar ─ アジア酒文化特別展

華やかで精細な織物芸術

即日より 06/21 まで会期

場所 新北市立十三行博物館

即日より会期

場所 織物展示エリア

 新北市八里区博物館路 200 号
 02-2619-1313
09:30-17:00（第一月曜日休館）
 淡水線「淡水駅」→渡し船→紅 13 番バス→十三行博物館、または、渡し
船→紅 22 番バス、704 番バス→仁愛路口→徒歩 5 分→十三行博物館。

 新北市烏來區烏來里烏來街 12 号 
 02-2661-8162
月曜～金曜 09:30-17:00、土曜～日曜 09:30-18:00（第一月曜日休館）
MRT 新店ラインで終点・新店駅へ。新店客運 849 号バスに乗り換えて烏來
メインステーションで下車。

国定古蹟である林本源園邸は、台湾でいち

ばん完全保存されている庭園建築です。

その回廊、水辺の庵、楼閣などは、どれも当時

の趣を現代に伝える重要文化財です。園内では

ボランティアによるガイド解説が 1 日 4 回おこ

なわれ、休日は 5 回おこなわれます。日本語と

英語のガイドも予約によってご利用いただけま

す。

突如の新型コロナウイルスの流行拡大に、国

際社会が共に関心を寄せる中、人々の健康

教育に対する意識の重要性も再び強調されてい

ます。6 月の府中 15 テーマ映画祭は「医療最前

線」に切り込みます。温故知新の心で医療戦場

の最前線を振り返りましょう。

林本源園邸の案内イベント

6 月のテーマ映画祭 - 医療最前線

即日より会期

場所 国定古跡林本源園邸

 新北市板橋区西門街 9 号
 02-2965-3061#23
09:00-17:00（第一月曜日休館）
 MRT → 板南線（青ライン）「府中駅」で下車し、1 番出口から徒歩約 8 分。

06/01 より 06/30 まで会期

場所 府中 15

 新北市板橋区府中路 15 号
 02-2968-3600#211
09:30-18:30（第一月曜日休館）
 MRT → 板南線に乗車し、府中駅で下車。2 番出口を右へ進み、徒歩約

　 40ｍで到着。もしくは1番出口を右へ進み、道を渡って直進。約3分で到着。

台湾すべての学科を含む、新北市の 5 大会

場を結ぶ卒業イベントです。台湾芸術大

学の工芸学科、美術学科、彫刻学科、そして

輔仁大学の応用美術学科が新北市芸文センタ

ーにおいて媒体材料を限らない青春のイノベ

ーションを披露します。

芸術を体験・実践できるパブリックスペー

スで、アートパフォーマンスや教育カリ

キュラムを頻繁に開催しています。また、芸術

家や文化人が参加できる場所としても提供され

ています。園区の外には広さ 2,000 坪におよぶ

芝生広場があり、ゆっくりと歩いて美しい自然

に触れることができる市民のお気に入りの場所

となっています。

2020 新北市芸術青年支持計画 - 卒業イベント

435 芸術文化特区

即日より 06/29 まで会期

場所 新北市芸術文化センター

 新北市板橋区莊敬路 62 号
 02-2253-4417
09:00-17:00（第一月曜日休館）
 MRT 板南ライン（ブルーライン）で新埔駅へ。4 番出口を出て右折し、横断歩道
を渡り文化路二段 182 巷まで直進し、右折。再び直進し約 3 分で到着。

即日より会期

場所 435 芸術文化特区

  新北市板橋区中正路 435 号  
 02-2969-0366
 月曜～金曜 09:00-17:00、土曜～日曜 09:00-18:00（第一月曜日休館）
MRT →板南線（青ライン）「板橋駅」で下車し。2 番出口から板橋バスステ
ーションで 310、307、810、857、786 バスに乗り、「板橋中学、板橋 435 
芸術文化特区」で下車。

「新荘响仁和・太鼓文化特別展」では、「太鼓作

りの巨匠」として世界に知られる職人の王

錫坤氏が、いかに分野の異なる工芸や伝統楽器

と対話を進め、巧みな新解釈を互いに創出し合

っているのかを、見みどころ満載の展覧会を通

してご覧に入れます。

新北市客家文化園区の全体的な計画、空間

配置、イベント内容は、客家文化の特色

をもつほか、革新を強調しており、マクロの視

点で園区にさらなる生命力をあたえています。

園区は研究、保存、客家文化の促進、会合、レ

ジャーなどの機能を備えています。

新荘响仁和・太鼓文化特別展

新北市客家文化園区

06/12 より 07/29 まで会期

場所 新荘文化芸術センター

即日より会期

場所 新北市客家文化園区

  新北市三峡区隆恩街 239 号
  02-2672-9996
 月曜～金曜 09:00-17:00、土曜～日曜 09:00-18:00（第一月曜日休館）
 板南線（青ライン）「永寧駅」→台北客運バス 917、981 三鴬線先導バス

越冬のために南へ向かう渡り鳥からインス

ピレーションを得て鳥の群れが羽ばたく

様子をモチーフに作られた空中彫刻オブジェに

は、徐々に変化していく光と影が南へ向かう渡

り鳥を表現するとともに、旅人が温かい我が家

へ帰るという意味がこめられています。

住宅・ビルの密集地にあり、「家の延長」

という考えをもとに、市民のみなさまに

便利なアクセス、温かな芸術に親しめる展覧エ

リア、アットホームでやさしい快適さを提供し

ています。

家に帰る渡り鳥

新北市美麗永安生活館

即日より会期

場所 空軍三重一村

 新北市三重区正義南路 86 巷
 02-2979-1815
10:00-18:00（第一月曜日休館）
「中和新蘆線 - 蘆洲ライン」で「徐匯中学駅」または「三和中学駅」で 221、
306 バスに乗り換え「正義南路底」へ。

即日より会期

場所 新北市美麗永安生活館

 新北市中和区中和路 390 号 2 階
 02-2929-8830
 11:00-19:00（第一月曜日休館） 
 MRT オレンジラインで永安市場駅下車。


